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はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部三井香児講師とともにパラメディック視察

あれは確か昨年の６月だったと思う。自治　　調査のため昨年10 月米国東部の都市を回って

省消防庁から電話があり救急業務研究会とそ　　 きたので, 本場のパラメデック（救急救命士）

の小委貝会に入ってくれないかとのことだっ　　 の教育や仕事ぶりについても，我が国と比較

た。私は以前からＰrｅｈｏｓpitａｌ ｃａrｅ に興味が　　 して考えてみたい。

あり喜んで引き受けた。その頃はこんなに早

く報告書をまとめ厚生省とその内容を調節し　　 工　諸外国と我が国におけるプレホスピタル

法律まで出来てしまうとは考えられなかっ

た。平成３年２月救急救命士に関する法律が

国会に提出されてからでも，カリキュラムに

ついては厚生省と最終協議が行なわれてい

た。救急救命士の教育カリキュラムは一般に

は高校卒業後２年問2,000 時間で国家試験受

験資 格が取 れる。救急 隊で ５年以上又 は

2,000時倒以上の業務経験のある隊貝では950

時間で受験資格が取れるように最終合意が出

来たのは４月に入ってからだった。消防庁の

救急隊員の救急救命士養成学校はこの８月か

ら６ヶ月コースで開始される計画である。第

１回国家試験が来年３月か４月には計画さ

れ，これには全員の合格を期さなければなら

ない。

私はこの問，消防庁松本和雄審議官や日本

医科大学大塚敏文附属病院長，東京大学救急
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ヶアの現状

世界的にみて，救急医療はそれほど古い歴

史を持つわけではない。今や世界の最先端の

救急医療体制を誇るアメリカにおいてすら，

1960年代まで,救急患者の搬送はいわゆる“葬
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儀屋”の仕事であった。

しかし，欧米諸国はその後，1970年代のベ

トナム戦争筱から質的転換をなしとげた。ア

メリカ，カナダ， イギリスなどでは，一般の

救急隊貝に2,000～2,500時間の教育の後に試

験を行いパラメディックという資格を持た

せ，医師の指導のもとにあるいは電話での指

示により，ある程度の医療行為を行えるよう

な制度を作っている。我が国でぱ ３点セッ

ト　と称している除細動，気管内挿管，輸液

のみならず25 ～30 種類の救急薬剤の投与 も

行っている。

フランス，ドイツ，ソ連などではドクター

カー制度が行われている。西ドイツにおいて

は市内に数ケ所（ミュンヘンでは十五ケ所）

に医師同乗車の待機所を設け，そこに大病院

のスタッフである医師が待機しており，救急

要請があった時に自分で車を運転して現場に

かけつけ治療をするものである。この場合の

ドクターカーは，通常乗用車に救急機材や救

急医薬品を搭載した高規格救急車であり，単

る。

いずれも，救急患者の発生した現場に，医

療行為そのものを持ち込む体制を実現してい

るのである。応急処置と搬送業務中心のみの

救急車を走らせプレホスピタルケアを行って

いるのは，先進国の中では，我が国くらいな

ものである。我が国は，救急医療体制でみれ

ば明らかに後進国のままだといわれてもしか

たがない。

また，教育の而でも諸外国は我が国より先

をいっている。たとえば，西独では1969年以

来述転免許を取得する人は全員，応急手当の

クラスを受講することが義務づけられてい

る。同様に，讐察や政府機関で働く運転手も

応急手当のコースに出席しなければならない

ことになっている。さらに，西独文部省では，

尚齢者に対しいかに応急手当を行うかについ

て学校が子供たちに教えるように指導してい

るとのことである。応急処置を行うべく十分

に教育されている。

に患者の搬送には使用しないようになってい　　Ⅱ　米国におけるパラメディックの歴史

まず，アメリカのパラメディックの歴史を

写真２　高規格救急 車の入口 でポ ーズを取るパラ

メディック

ふり返ってみたいが，最初にパラメディック

制度を導人したのは，1970 年，シアトルにお

いて，ワシントン大学のレオナルド・コップ

教授が始めたのが最初である。その次に，翌

1971年，マイアミのユージン・ワーゲル教授

が行い，その後，コロンバス，ニューヨーク，

ピッツバーグなどでパラメディック制度が導

人された。

ピッツバーグ市では，1974年にピーター・

サーファー教授か始めたのであるが，翌1975

年，ベトナム戦争が終了し，一万人弱の術生

兵が米国に帰還したといわれているが，その
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衛生兵の雇用にこのパラメディック制度が利

用され,飛躍的に全国規模に発艇して行った。

現在におけるパラメディックは，米国全体

で約３万～４万人いるといわれているが，彼

らは全て，いわゆる３点セットが行われてい

るわけではない。その理山は，州によっては

気管内挿管はパラメディックといえども許可

されておらず，ワシントンＤＣのように食道

開閉式エアーウェイのみのところ もある。

Ⅲ　米国パラメディック事情調査団の一員と

して

平成２年の６月より自治省消防庁の救急業

務研究会が活動を開始し，救急隊員の応急処

置の範囲拡大が議論された。

この審議途中において，米国のプレホスピ

タル事情，特にパラメディックの事情調査を

行う必要性が出てきたため，２グールプに分

かれて視察調査団を編成した。本調査団は西

海岸班と東海岸班に分かれ，私は前述の３先

生とともに後者となり，1990 年10月５日～10

月19日の間，シカゴ，ニューヨーク，ニュー

オリンズ，マイアミ，ワシントンＤＣ を視察

調査した。私自身は，10 月９日ニューオリン

ズで本隊と合流し，10 月４日マイアミより単

身でワシントンＤＣ に行き，10 月19日に帰国

した。

その間，毎日２～３施設を訪問し，貴重な

資料収集や我々の用意していった質問事項に

解答をもらったりしながら，意見交換した。

Ⅳ　米国パラメディックの概要について

傷病者が発生した現場からの要請でパラメ

ディックが現着すると，パラメディックは，

観察結果に基づいて救命処概を行う。この救
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命処 置 とい う の は 緊急 的 に 傷 病 者 の 命 を救 う

た めの 行為 あ る い は， 傷 病 程 度 の 悪 化 防 止 の

た めの 行 為 で あ る と 解 さ れ る 。

パ ラ メ デ ィ ッ ク の 行 う 救 命 処 置 とは 英 語 で

は，Ｅｍｅrｇｅｎｃy Life Sｕpport と い っ て お り ，

ま さ に緊 急 的 に生 命 を 維 持 す る 行 為 で あ る と

解 す るこ とが で き る。 従 っ て ， 観 察 判 断 も，

生 命 危機 が 切 迫 し てい る か 否 か ， また は， そ

の可 能 性 が あ る か 否 か が 主 眼 と な っ て 行 わ れ

る。 そ して ， そ の 観 察 判 断 に 基 づ い て ， 傷 病

者 の生 命 を維 持 す る た め の 救 命 処 置が 病 院到

着 まで 継 続 さ れ るの であ る 。 パ ラ メデ ィ ッ ク

な どい わゆ るプ レ ・ ホ ス ピ タ ルケ アに 従 事 す

る 救 急 隊 員 の 任 務 は， 生 命 を 救 い ， 悪 化 防 止

を 図 るこ と であ る。 例 え ば ， 心 肺 停 止 状 態 の

傷 病 者 に ＣＰＲ を 施 し 重 要 臓 器 に 血 液 循 環 を

人工 的 に行 い ， 細 胞 が こ れ 以 上 死 滅 し ない よ

う に し て命 を救 う こ と で あ る 。 出 血 して い る

傷病 者 に 止 血 を 行い ， もう こ れ 以 上 出 血 し な

い よ う悪 化 防 止 を 図 る こ と で あ る 。

病 院 に傷 病 者 が 到 着 す る と ， こ こ か ら ホ ス

ピ タ ル ，ケ アが 開始 さ れ る 。 病 院 で の 医 師 の

任務 は， そ の 傷 病 者 の損 な わ れ た 健 康 に 医 療

を ほど こ し， そ の 修 復 が 行 わ れ る 。 例 え ば ，

検 査 を して 傷 病 の 根 本 原 因 をつ きと め る と と

も にそ れに 必 要 な手 術 な ど を し て 健 康 を 回 復

させ る とい う任 務 の 根 本 的 な 違 い が あ る 。

また ， パ ラ メ デ ィ ック は救 急 現 場 か ら 病 院

到 着 まで で あ る の に対 し て ，医 師 の 場 合 は ，

治 療 に 必 要 な 設 備 や 施設 を 有 し て い る 病 院 内

が 主 と な る 。

病 院 内 で の 集 中 治 療 が 終了 し た時 点 で ， リ

ハビ リ テ ー シ ョ ンが 必 要 な忠 者 に は ， 院 内 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 や 独 立 の リ ハ ビ リ 施 設

で ， 運 動 機 能 の 回 復 をは か り 社 会 復 帰 に もち
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込 ん で い く 。

こ こ で ， 米 国 に お け る 救 急 隊 貝 の 区 分 に つ

い て 考 て み た い 。 米 国 で は ， 一 般 に 救 急 隊 員

(Ｅ ｍｅrｇｅｎｃy Ｍ ｅｄｉｃ� Ｔ ｅｃｈｎｉｃｉａｎ 、 Ｅ Ｍ Ｔ)

を 三 つ に 分 け ， Ｅ Ｍ Ｔ- Ａ ， Ｅ Ｍ Ｔ- Ｉ， Ｅ Ｍ Ｔ- Ｐ

と 呼 び ， Ｅ Ｍ Ｔ- Ｐ が パ ラ メ デ ィ ッ ク で あ る 。

Ｅ Ｍ Ｔ 一卜 ま Ａ と Ｐ の 中 間 的 な 行 為 の 出 来 る 救

急隊員と考えられる。

そ し て 現 在 ， パ ラ メ デ ィ ッ ク は ３ 万 ～ ４ 万

人 い る と い わ れ て い る が ， 各 州 単 位 と 国 単 位

（Ｄ ｅｐａｒtｍ ｅｎt ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃａｌ Ａ ｓｓｏｃｉａtｉｏｎ） で の

免 許 の ２ 種 類 が あ る た め ，
正 確 な 数 字 は む ず

か し い と の こ と だ っ た （ 表 １ ）。

表 ２ に 一 般 的 な 米 国 に お け る 救 急 隊 貝 の 要

請 か ら, Ｅ Ｍ Ｔ-I と Ｅ Ｍ Ｔ- Ｐ（パ ラ メ デ ィ ッ ク ）

が 現 場 に 到 着 し
，

高 度 な 応 急 処 置 を 開 始 す る

表１　米国における救急隊 員別の救命処置

区　 分
救命処置をするＥＭＴ の区分

ＥＭＴ－ Ａ ＥＭＴ－ Ｐ （パラメデ イック）

救

命

処

置

呼

吸

竹

理

気

道
確

保

頭 部後川法

下 顎挙上法

体 位管理 による気 道確保

食逆閉鎖式エ アウェ イ等 の使川 によ

る気 道確保

人

工

呼

吸

バックマ スクによる 人工呼吸

デ ィマ ンド による人工呼吸

ポケットマ スクによる もの

酸素吸 入

バックマ スクによる人工呼吸

ディマ ンド バルブ による人工呼吸

ポケットマ スクによる人工呼吸

酸素吸 入

循環系管理

胸竹圧 迫心マ ッサージ 除細動

自動心マ ッサージ器の 使用

ショック・ パンツの使 用

アドレナリンなどの医 薬品の投与

そ

の

他

心 電図 のモニターリング 心電図のモニターリング

静脈路の確保

救命に必 要な医 薬品 の投 与

そ の他 住位竹理，保 温処置． 創傷処 置，岡定処理，止血～処置など

表２　米国 における救急隊 員の要請 と出動の時間経過

心

肺

停

虍

５ 分

2
｡
　一
般
市
民

に
よ

る
心
肺
蘇
生
開
始

Ｌ

パ
ラ
メ
デ
ィ

ッ
ク
要
請
・
出
動

３．　 ４ 6
｡

5
.
Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｉ
到

着

５ 分

8
｡

7
.
除
細
動
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まで の 時 問経 過 を まと め た 。 米 国 に お い て は

一 般 の 救急 車 と パ ラ メ デ ィ ッ クの 救 急 車 は 異

な り 現 場 に は， 一 般 の 救 急 車 と パ ラ メデ ィ ッ

クの 救 急 車 の ２台 が 到 着 す る こ とに な る 。 こ

の 理 由 は ， 一 般 救急 隊 員 の 来 る 救 急 車 の セ ン

タ ーは パ ラ メ デ ィ ッ クの セ ン タ ー よ り４ ～ ５

倍 多 い の で ， ど う し て も最 初 に 現 場 に到 着 す

る の は ＥＭＴ-Ａ や ＥＭＴ-I とな る （表 ２）。

すぐ気がつくことだが，米国の救急隊員は

医 師 と対 等 と 思 っ て お り， 我 々 に対 等 と思 っ

て お り， 我 々 に 対 し て も ひ ど く プ ラ イ ド を

持 っ て い る こ とで あ る 。 彼 ら は， 病 院内 で の

医 療 行 為 を行 って い る ので は な く， プ レ ホ ス

ピタルにおいてＥｍｅgｅｎｃy Life SｕIJort を

行っ て い る の で あ り， 医 師 と は 職域 が異 なっ

て い る と の考 え で あ る。

我 が 国 と米 国 の救 命 率 に 差 が 生 じ る の は，

医 師 に引 き継 ぐ まで の 問 の救 命 処 置 の内 容 に

違い があ る ば か りで な く， 一 般 市民 の救 急 隊

貝到着までの間の応急手当てや一次救命の処

置 に も 差 があ る。 我 が 国で は， 心 肺 蘇生 法の

講習 者 は30 万 人 と 公 表 さ れ て い る。 米国 で は

小 中学 校 の教 育 の 中 に も一 次 救 命 処 置 の授 業

が取 り 入 れ ら れ て お り ， 大 会 社 の 入 社 の 条件

に一 次 救 命 処 置 の 修了 書 が 入っ て い る と ころ

が 多 く， また， 自 動 車 免 許 証 の 更 新 時 に も 本

講習 が義 務づ け ら れ て い る と こ ろ が 多 く 講習

修了 者 は400 ～500 万 人 とい われ て い る。

こ の よ う に ， 一 般 市 民 の パ ラ メ デ ィ ック到

着 まで の 間 の 空 白 をな くす 努力 が な さ れ てい

る の が 大 きな 差 と な っ て 表 われ て い る。

Ｖ　 パ ラ メ デ ィ ッ ク の メ ッ カ ， マ イ ア ミ 市 に

お け る プ レ ・ ホ ス ピ タ ル ケ ア

米 国 に お け る パ ラ メ イ ッ ク の メ ッ カ の 都 市
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を ー つ 送 ぶ な ら「 マ イ ア ミ」 を あ げ る だ ろ う 。

マ イ ア ミ 市 郊 外 に あ る Ｍｉａｍｉ Ｍ ｅｄｉｃａｌ Ａrt

Ｃｅｎtｅr に ， パ ラ メ デ ィ ッ ク 養 成 学 校 で 毎 年

100 名 程 度 の 学 生 を ８ ヶ 月 ～10 ヶ 月 で 教 育 し

て い る 。 日 本 か ら で も 英 語 に 自 信 の あ る 人 に

は 入 学 試 験 に 成 功 す る こ と を 条 件 に ， い つ で

も 門 戸 は 開 放 し て い る と の こ と だ っ た 。

こ の 養 成 学 校 に お け る 自 慢 は ， パ ラ メ

デ ィ ッ ク の 試 験 の 合 格 率 が100 ％ 近 く で ， 全

国 で も 一 ， 二 を あ ら そ っ て い る こ と だ っ た 。

彼らの教科書はUS-ＤＯＴ（ＵＳ Ｄｅｐａｒt-

ｍｅｎt ｏｆ Ｔrａｎsporlat ｉｏｎ） か ら 出 版 さ れ て い

る厚さ10�程もある教科書（ＮａｌｉｏｎａＩ Ｓtａｎ･

dard Cｕrricｕｌｕｍ）で。内容は看護婦のそれ

よ り む ず か し そ う で あ る 。

こ の 養 成 学 校 の 講 師 の 部 崖 に は 多 く の 教 科

書 が 置 い て あ り 中 央 に は 彼 の 推 薦 す る 参 考 書

が 並 べ ら れ て あ っ た 。 解 剖 と 生 理 ， 薬 理 ， 外

傷 救 急 処 置 の 三 部 分 か 基 礎 と な る と 力 説 し て

い た 。

米 国 に お け る パ ラ メ デ ィ ッ ク の10 ～20 ％ が

女 性 で ， 毎 年 ， 女 性 の 進 出 が 次 第 に 増 え て き

て い る と の こ と だ っ た 。

我 が 国 に お い て も 。 近 い 将 来 の 救 急 救 命 士

は ， 現 在 の 救 急 隊 員 が 中 心 と な る と 考 え ら れ

て い る が ， 近 い 将 来 ， 多 く の 女 性 の 進 出 も 考

写真３　パラ メデ ィックが乗る高規格救急 車の内

部



えられれだろう。

何故か, 在宅医療や，民問救急の分野では，

アメリカの形になっていくのではないかとい

う感じがする。

救急車の内部には，頚椎保護カラーをはじ

め，種々の気道確保用資機材が備えられてお

り，これらの資機材を選択し最適なものを使

川する。

その判断力には，基礎的な医学知識をふま

えてのもので，あらゆる技術が縦横無尽に駆

使されるのである。さらにショックパンツや

白助心臓マッサージ器も搭載されており適宜

にパラメディックの判断で使用される。

我が国においては，現時点で乳酸加リング

ル液のみ使用が許町されているが，今後の検

討により，アドレナリン，重曹，リドカイン

等は，ぜひ使えるようにならなければ，救命

率をより高めていくことにならないだろう。

そこで,医師の指示を受けるに当たっては，

自動車電話を使用するのであるが，この自動

車電話を利用して心電図を直接医師のもとに

送ることができ，同時に記録されるように準

備されている。

お わりに

今回米国東海岸におけるパラメディック視

察調査チームに加わり，その感想を中心に述

べた。我が国においても来年からいよいよ救

急救命士の国家試験が開始され，第一号が誕

生するが，彼らの活躍を心から望んでいる。

写真４　ワシントンＤＣのパラメディックがつける

ワッペン

-
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